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会 計 報 告
セキュリティの関係上、ホームページには公開致しません

　

同
窓
会
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
企
画
「
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
活
動
報
告
会
が
11
月
６
日
（
日
）
に

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
行
わ
れ
、
第
２
回
採
用
団
体

「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ　

Ｕ
Ｐ
」
が
、
同
窓
会
々
員
、
教

職
員
の
前
で
１
年
間
に
わ
た
る
活
動
や
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

同
団
体
は
留
学
生
２
名
を
含
む
６
名
で
構
成
。

「
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ　

Ｕ
Ｐ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
‐
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｙ

Ａ
Ｓ
Ｕ
」と
名
づ
け
ら
れ
た
彼
ら
の
夢
は
、ク
ー

ポ
ン
付
き
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
外
国
人

に
配
布
し
、
彼
ら
に
日
本
の
食
文
化
を

知
っ
て
も
ら
い
つ
つ
、
新
浦
安
の
活
性

化
を
図
る
と
い
う
も
の
。「
い
わ
ゆ
る

営
業
ト
ー
ク
で
押
す
の
で
は
な
く
、
ま

ず
相
手
の
店
長
さ
ん
の
話
を
し
っ
か
り

聞
く
、
そ
し
て
自
分
の
言
葉
で
相
手
に

伝
え
る
と
い
う
や
り
方
が
成
功
に
つ
な

が
る
と
わ
か
っ
た
」
と
メ
ン
バ
ー
。
試

行
錯
誤
の
末
、
新
浦
安
の
飲
食
店
約
60

店
の
協
力
を
取
り
付
け
た
。

　

同
窓
会
の
平
松
副
会
長
は
「
今
回
は

非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
だ
け
で
な

く
、
経
験
と
し
て
貴
重
な
も
の
に
な
っ

2011 年度代議員会

同窓会と大学のためになる
事業を推進

　5月 14 日（土）、浦安キャンパスで
2011 年度同窓会代議員会が開催され、
代議員 45人と教職員 15人が出席した。
　まず始めに同窓会の北原淳会長と安井
利一学長が挨拶。引き続き、同窓会の事
業報告や決算報告、新役員および代議員
の選出、新年度事業計画、予算案などが
審議された。
　2011 年度の会長には北原会長が再
任。同窓会の主体事業として「広報」「連
絡会」「支部」「企画」「財務」「事業支援」「学
生活動支援」の７項目で活動を継続して
いくことが認められた。

夢プロは、
夢を叶える糧となった
第２回夢プロジェクト報告会

◀
出
来
あ
が
っ
た
ク
ー
ポ
ン
付
き
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
「
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ　

Ｕ
Ｐ　

Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
‐
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」（
英
語
）た

と
思
う
」
と
コ
メ

ン
ト
。
残
念
な
が
ら

第
３
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
募
集
に
は
応
募

が
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、

同
窓
会
で
は
活
動
を

さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
、
継

続
し
て
い
く
予
定
だ
。
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11
月
５
日
（
土
）、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ニ
ュ
ー

マ
リ
ン
ズ
」
で
第
20
回
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン

パ
ス
同
窓
会
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
同
窓

生
や
教
職
員
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

開
始
に
あ
た
り
同
窓
会
の
北
原
淳
会
長
は

「
今
年
は
大
震
災
が
あ
り
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

に
大
変
な
な
か
で
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
佐
々

木
康
史
副
学
長
、
永
井
通
教
育
後
援
会
会
長
か

ら
も
挨
拶
が
続
い
た
。

　

乾
杯
の
発
声
は
下
田
直
樹
経
済
学
部
長
。
今

年
、
経
済
学
科
に
も
同
窓
会
支
部
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
、「
多
く
の
卒
業
生
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
幅
広
い
年
度
の
卒
業
生

に
役
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

今
後
は
経
済
学
科
同
窓
生
に
よ
る
異
業
種
交
流

会
な
ど
を
開
催
し
た
り
、
明
海
大
を
盛
り
立
て

て
い
く
た
め
に
同
窓
生
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

企
画
実
行
し
た
り
で
き
れ
ば
」
と
コ
メ
ン
ト
。

「
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
充
実
と
発
展
を
願
い

ま
す
」
と
乾
杯
を
促
し
た
。

　

そ
の
後
は
先
生
方
を
囲
ん
で
歓
談
し
た
り
、

知
人
を
見
つ
け
て
記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、
活

発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
。
原
口
庄
輔
外
国

語
学
部
長
は
同
窓
生
た
ち
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み

な
が
ら
「
皆
さ
ん
き
れ
い
に
な
っ
て
。
誰
だ
か

分
か
ら
な
い

く
ら
い
で
す

よ
」
と
冗
談

ま
じ
り
に
話

し
、
笑
顔
を

見
せ
て
い
た
。

　

ま
た
会
の

途
中
、
東
日

本
大
震
災
直

後
の
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
写

真
が
ス
ラ
イ

ド
上
映
さ
れ
、
傾
い
た
ポ
ー
ル
や
液
状
化
で
あ

が
っ
て
き
た
泥
に
覆
わ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

　

最
後
は
学
科
ご
と
の
記
念
撮
影
。
ま
た
、
北

原
会
長
が
各
同
窓
生
の
名
刺
の
提
供
を
お
願
い

す
る
と
、
参
加
者
た
ち
は
「
母
校
の
た
め
な
ら

ば
」と
協
力
。
次
回
、ま
た
元
気
な
再
会
を
誓
っ

て
の
閉
会
と
な
っ
た
。

下田先生

▲子どもたちに喜んでもらおうと、小学生以
下を対象に「千本引き」を用意

▲震災時のスライドに見入る参加者。会場には募金箱も設
置された。

◆参加した先生方（順不同・敬称略）
佐々木康史副学長　　【外国語学部】原口庄輔学部長、山
下暁美、原和也、市川桃子、鶴島俊一郎　　【経済学部】
下田直樹学部長、工藤宜延、佐藤一磨、高山太輔、永井攻治、
吉田敦、李燕、山田朋生　　【不動産学部】林亜夫学部長、
斎藤千尋　　【ホスピタリティ・ツーリズム学部】草野健
学部長、白野伊津夫　　【事務部】中山浩之、近江彰

北原会長

「
３
月
の
震
災
後
、
浦
安
の
知
人
を
心
配
し
て
食
料
を

持
っ
て
お
見
舞
い
に
き
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
に
大
学

の
様
子
も
見
に
来
ま
し
た
。
私
の
知
っ
て
い
る
き
れ
い

な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て
、
と

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
工
事
が
進
み
、
き
れ
い
に
な
っ

た
姿
を
見
ら
れ
て
安
心
し
ま
し
た
」（
日
本
語
学
科
卒
）

「
自
分
た
ち
の
子
ど
も
が
大
学
進
学
を
考

え
る
と
き
、
明
海
大
も
選
択
肢
に
入
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
少
子
化
で
大
学
も

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」（
不
動
産
学
科
卒
）

「
今
春
の
卒
業
生
な
の
で
、
こ
れ
が
初
参
加

で
す
。
参
加
者
が
多
い
の
と
、
食
事
が
豪
華

な
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年

も
参
加
し
た
い
で
す
」（
Ｈ
Ｔ
学
科
卒
）

「大学で知り合って結婚。
子どもに大学を見せたく
て、今日は子どもと一緒
に参加しました。若いと
きに過ごしていた場所に
自分たちの子どもがいる
のは不思議な気持ちで
す」（日本語学科卒）

「普段は友人ともなかなか会えないので、パーティーは
いい機会です」（英米語学科卒）
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　同窓会では、会員同士のコミュニティ作りに役立ててもらおうと、補助金をお支払いするサポートシステムを
2010 年からスタート。同窓生が集まるパーティー、部やサークルのOB・OG会などに、ぜひどんどん利用しましょう !!

【
サ
ポ
ー
ト
条
件
】

①
原
則
と
し
て
会
員
が
10
人
以
上
で
集
ま

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
。

　

＊
支
援
対
象
者
は
、
会
員
の
み
。

②
パ
ー
テ
ィ
ー
や
活
動
終
了
後
、
レ
ポ
ー

ト
と
参
加
者
名
簿
を
提
出
す
る
こ
と
。

　

＊
レ
ポ
ー
ト
・
名
簿
と
も
に
既
定
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
記
入
。

　

＊
レ
ポ
ー
ト
は
、
Ｈ
Ｐ
や
会
報
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

＊
参
加
者
名
簿
は
、
本
会
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ポ
リ
シ
ー
に
準
じ
て
活
用
い
た
し

ま
す
。

③
宗
教
や
政
治
活
動
を
目
的
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
対
象
外
。

④
支
援
は
年
度
内
１
回
の
み
。（
同
じ
人
が

年
２
回
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
支
援
金
】

３
０
０
０
円
／
人

＊
上
限
６
０
０
０
０
円
（
20
人
相
当
）

例
）
参
加
者
15
人
→
４
５
０
０
０
円
支
援

　
　

参
加
者
25
人
→
６
０
０
０
０
円
支
援

 【
利
用
の
流
れ
】

①
申
込
…
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載

に
従
い
、
事
務
局
へ
申
し
込
み

②
承
認
…
理
事
会
の
承
認
を
受
け
る

③
支
援
確
定
…
内
容
に
問
題
が
な
い
場
合
、

「
支
援
確
定
」
を
メ
ー
ル
に
て
連
絡

④
実
施
…
代
表
者
が
参
加
者
の
現
住
所
を

確
認
、
レ
ポ
ー
ト
作
成

⑤
提
出
…
実
施
後
２
週
間
以
内
に
レ
ポ
ー

ト
と
参
加
者
名
簿
を
事
務
局
へ
郵
送

⑥
支
払
い
…
代
表
者
へ
振
込

活用レポート

どんどん利用しよう !!

同窓会の「コミュニティサポート事業」
同窓生の集まりに最大６万円の支援

JUL.17.2011
浦安ブライトンホテル

陸上競技部OB・OG会
参加人数　17人

　今回のＯＢ・ＯＧ会には、恩師・岡野進監
督のほか、現役生２名が参加。本会の規約に
もある「卒業生との親睦を図り、陸上競技部
並びに現役生を支援する」という目的が果た
せました。
　懇親会では『おもひでの写真集、岡野先生
の指導の下に…青春の軌跡』と銘打ったスラ
イドショーを上映。おおいに盛り上がりまし
た。監督の指導の下で競技活動を過ごせた４
年間は、現在のビジネス社会で生きる私ども
の精神の礎であることを再認識。監督に感謝
の気持ちでいっぱいになりました。
　懇親会のみでは語りきれず、２次会へ。時
間の許す限り語り合い、面識のなかった世代
間のつながりもより強固なものとなり、現役
生への一助になれたことと思います。

SEP.11.2011　 稲毛海浜公園

ラグビー部OB・現役交流会
　参加人数　13人

　ラグビー部では毎年９月、OB 会が主体となり、現役
との交流を図るとともに秋の公式戦を控える現役の激励
もかねた交流会を実施しています。今回はタッチラグビー、OB の子どもたちを対象
としたキッズイベント、最後には BBQ を行うなど、盛りだくさんの内容となりました。
　タッチラグビーでは OB・現役混合で 3 チームを作り、卒業後はラグビーから遠ざ

かっていた OB も楽しめる内容に。最後には OB と現役による
真剣勝負を実施し、OB が何度か現役を苦しめる場面もありま
したが、体力の差で惜しくも OB 勝利とはなりませんでした。
　BBQ では一致団結して炭に火をつけ、大盛り上がり。乾杯
をはさみ、主将が挨拶と意気込みを語りました。終始、和やか
な雰囲気で進み、OB も日頃の疲れを癒せた良い交流会でした。

AUG.7.2011　 マルチスタジオ、トレビアン新浦安店

チアリーディング部MARLINS OG総会&交流会　

参加人数　15人

　朝 10 時、同窓生 11 人、現役生４人がマルチスタ
ジオに集合。準備体操から始まり、現役がこの日のた
めに考えたダンスレッスンやスタンツ練習と、現役が
普段こなしている練習を、みんなで一緒に行いました。
人数が多いので難易度の高い技を練習でき、現役にとっても良い機会に。また、現役
と OG がコミュニケーションを図れる良いきっかけにもなりました。
　午後１時からはトレビアン新浦安店で「OG 総会」がスタート。決算報告のほか、「応
援うちわ」を作成したこと、そのうちわを６月の勧誘イベントで使用したことなどが
報告されました。
　食事をしながら、OG と合同練習をしてみての感想や現状報告、これから OG に対
する希望など、現役からの生の声を聞くことができました。この意見を参考に、さら
なる OG 会の活性化に繋げていけたらと思います。
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明
海
大
学
不
動
産
学
部
は
、
１
９
９
２
年
４
月

に
我
が
国
初
の
学
部
と
し
て
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
に

創
設
さ
れ
、
早
く
も
19
年
の
歳
月
が
流
れ
て
お
り

ま
す
。

　

創
設
時
以
前
か
ら
、
欧
米
の
高
等
教
育
機
関
を

中
心
に
不
動
産
学
が
独
立
し
た
学
科
、
学
部
、
大

学
院
と
し
て
す
で
に
数
多
く
発
足
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
大
学
教
育
の
一
分
野
と
し
て
、
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
不
動
産
業
が
活
況
を
呈

し
て
い
た
１
９
８
４
年
に
、
不
動
産
業
界
は
無
論

の
こ
と
官
界
、
学
会
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら

れ
な
が
ら
「
日
本
不
動
産
学
会
」
が
設
立
さ
れ
、

初
代
学
会
長
に
石
原
舜
介
先
生
が
ご
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
不
動
産
学
会
の
設
立
の
流
れ
を
積
極

的
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
石
原
学
会
長
（
後
に
初

代
不
動
産
学
部
長
に
ご
就
任
）
自
ら
が
不
動
産
学

部
の
創
設
に
ご
尽
力
さ
れ
、
不
動
産
学
会
設
立
８

年
後
の
１
９
９
２
年
に
本
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
に

我
が
国
初
の
不
動
産
学
部
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
わ

け
で
す
。

　

時
あ
た
か
も
不
動
産
バ
ブ
ル
が
ま
さ
に
崩
壊
し

始
め
た
時
に
あ
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
で
も
本
学

部
第
１
回
生
の
入
学
が
か
な
り
大
き
く
報
道
さ
れ
、

注
目
を
集
め
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
、
い
わ
ゆ
る
右
肩
下
が
り
に
差
し
掛
か
っ

て
き
た
流
れ
は

急
に
は
止
ま
ら

ず
、
卒
業
し
て

い
く
学
生
た
ち

の
就
職
が
気
が

か
り
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
初
代
石
原
学
部
長
は
第
１
回
生
が
３
、４

年
生
に
進
級
し
た
こ
ろ
不
動
産
業
界
関
連
企
業
を

中
心
に
約
１
０
０
社
、
１
９
９
３
年
に
不
動
産
学

科
主
任
を
仰
せ
つ
か
っ
た
小
生
も
約
60
社
を
対
象

に
企
業
訪
問
し
、
学
部
卒
業
生
の
就
職
依
頼
に
走

り
回
っ
た
わ
け
で
す
が
、
歴
史
も
伝
統
も
こ
れ
か

ら
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
我
が
不
動
産

学
部
の
卒
業
生
に
と
っ
て
卒
業
後
の
進
路
は
決
し

て
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
幸
い
に
も
第
１
回
生
が
１
９
９
６
年

に
誕
生
し
た
時
に
は
、
昼
間
部
２
１
４
名
、
夜
間

部
１
１
０
名
、
計
３
２
４
名
が
卒
業
し
、
た
だ
ち

に
不
動
産
学
部
独
自
の
同
窓
会
で
あ
る“
緑
風
会
”

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
就
職
者
の
41
・
２
％
が

不
動
産
業
、
13
・
６
％
が
建
設
業
、
５
・
１
％
が

金
融
業
と
ほ
ぼ
３
つ
の
不
動
産
関
連
業
界
に
60
％

程
度
就
職
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
こ
の
就
職
者

の
業
種
別
割
合
は
第
1
回
生
以
来
毎
年
大
き
く
変

わ
ら
ず
、
３
つ
の
業
界
で
60
％
前
後
を
続
け
て
い

る
の
が
我
が
学
部
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
そ
う
で

す
。

　

翻
っ
て
、
本
学
部
の
卒
業
生
の
数
を
見
る
と
、

す
で
に
４
５
０
０
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

卒
業
生
が
現
役
の
学
生
と
も
ど
も
、
や
や
も
す
る

と
右
下
が
り
傾
向
に
あ
る
不
動
産
学
部
に
歯
止
め

を
か
け
、
不
動
産
学
部
の
新
た
な
歴
史
と
伝
統
を

こ
れ
か
ら
も
築
き
上
げ
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

相
互
の
し
っ
か
り
し
た
“
絆
”
の
存
在
こ
そ
不
可

欠
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
“
絆
”
そ
の
も
の
が
不

動
産
学
部
同
窓
会
の
“
緑
風
会
”
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
関
係
者
一
同
で
共
有
・
共
感
し
、
互
い
に

行
動
を
起
こ
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

創
立
15
周
年
を
迎
え
た
“
絆
”

緑
風
会
に
つ
い
て 

明
海
大
学
名
誉
教
授
・
不
動
産
学
部
客
員
教
授
　
小
泉
　
允
圀

来てくれた人を
いかに楽しませるかがカギ

明海祭参加団体表彰
　明海祭最終日の 11 月６日（日）、浦安キャ
ンパス同窓会による参加団体表彰が行われ
た。これは明海祭で発表を行っている団体の
中から優れた発表を行った団体を表彰するも
ので、今年は 10 団体が参加した。
　芸術性や独自性、明海祭の活性化に貢献し
たか等の項目を審査した結果、最優秀賞に
は「素人 En 劇集団劇団明海」による『Made 
in Wonderland』が選ばれた。劇の内容もさ
ることながら、劇が始まる前からお客さんを
楽しませる仕掛けが用意されていたことも高
評価につながった。小林のぞ美団長は「昨年
から温めてきた企画で受賞できてうれしいで
す。この気持ちを忘れずにこれからもやって
いきたい」と語った。
　優秀賞は「茶道部」による『お茶会』。特
別賞には英米語学科のグラス先生のゼミ生に
よる英語人形劇が選ばれた。

東北の方の力になりたい
今、自分にできることを！ 
東日本大震災被災地復興支援活動

　８月７日（日）～ 11 日（木）、明海大学
の学生９人と教職員６人が、東日本大震災で
甚大な被害を受けた岩手県釜石市で瓦礫撤去
などの復興支援活動を行い、10 月６日（木）、
学内でその報告会が行われた。
　参加した学生は、「いま生きているありがた
さを感じた。教員を目指しているので、将来、
子どもたちに伝えていきたいと思った」（日
本語学科４年男性）、「普通だと思って生活し
ていること、当たり前のことがどれだけ幸せ
なことなんだろうと思った。募金や節電など
自分ができること
を続け、必ず復興
した街を見に行き
たい」（英米語学
科１年女性）など、
それぞれの熱い思
いを語っていた。

明海大学の
さらなる発展を目指し

多様な意見を交わそう
学友会　サマーキャンプ

　明海大学の日本人学生と外国人留学生、教
職員らが大学への帰属意識と連帯感を深める
ことを目的にした毎年恒例の「サマーキャン
プ」が、９月１日（木）・２日（金）、群馬県
みなかみ町で開催され、同窓会役員などを含
む 302 名が参加。「明海大学の今後の在り方
について」をメインテーマに、さまざまな意
見交換を行った。
　開会式では学友会会長や安井利一学長、教
育後援会副会長の挨拶に続いて同窓会理事の
丹羽響子さんが壇上に立ち、「皆さんと一緒
に明海大学をよりよい大学に発展させていき
たい」と抱負を語った。
　参加者全員が 16 班に分かれての分科会では
それぞれのテーマに添う議論が展開し、参加
した学生からは「日本人学生、外国人学生、教
職員など立
場の違う人
の意見を聞
けてよかっ
た」等の感
想が聞かれ
た。

▲引率した日野壽憲教授と

◀
受
賞
を
喜
ぶ
劇
団
明
海

▶
酷
暑
の
な
か
で
黙
々
と
作
業
す

る
学
生
た
ち

恩 師からのたより

同窓会支援事業
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編
集
後
記　
は
じ
め
に
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

　
　
　
　
　
　
　

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
同
窓
会
員

の
皆
様
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
同
窓
会
の
活
動
と
し
て
大

き
な
出
来
事
と
い
え
ば
経
済
学
科
支
部
が
設
立
し
た
こ
と

で
す
。
経
済
学
部
経
済
学
科
は
こ
れ
ま
で
最
も
多
く
の
卒

業
生
を
輩
出
し
て
い
る
学
科
で
あ
り
な
が
ら
、
支
部
が
存

在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。支
部
が
本
格
始
動
し
、多
く
の

卒
業
生
間
で
異
業
種
交
流
を
図
り
、
母
校
を
盛
り
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
同
時
に
、
就
職
支
援
な
ど
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
在
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
い
ま
す
。
同
支
部
の
設
立
に
伴
い
、
全
学
科
の
支
部

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
の
支
部
活
動
に

期
待
を
寄
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
こ
の
会
報
を
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に
読
ん

で
い
た
だ
き
、
感
想
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
同
窓
会

事
務
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
（
会
報
担
当
／
磯
見
隆
行
）

空手道部

　同窓会の皆様にはご支援・ご協力をいた
だき誠にありがとうございます。
　空手道部は2011年度で体育会発足4
年目となり、各大会においての知名度も向
上してまいりました。第54回関東学生選
手権大会（団体戦）では、昨年度実績で
あるベスト4の壁を越えることができず、
とても悔しい思いをしました。第55回全
日本学生空手道選手権大会は男子のみの出
場となり、1回戦中京学院大学、2回戦東海大学と対戦し、落ち着
いた試合運びで勝ち進みました。続く3回戦では、強豪の近畿大
学工学部に惜しくも敗れましたが、決して悪い内容ではなく、選手
一人ひとりも精神的に強くなったと感じました。
　本年度の大会では現3年生の活躍が目立ち、次年度に向けて更
なる飛躍が期待されます。『2012年度は飛躍の年。全員泣きはな
し。』をテーマに、上田主将、岡野、二瓶といった3枚看板の活躍
を期待し、チーム一丸となって日本一を目指して稽古に励んでまい
りますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

（監督　上妻優介）

サッカー部

　3月11日に起きた東日本大震災で、本学のグラウンドは甚大な被害を受け、今年の公式
戦は全てアウェーゲームという状況の中でスタートしました。その中で選手・スタッフとも
に出来る限りの努力をし、千葉県大学サッカー1部リーグにおいて5連覇を達成しました。
　関東大学サッカー大会では、予選リーグ1節VS山梨学院大学1-1の引き分け、2節VS
東京国際大学1-4で敗北。3節VS作新学院大学に勝てば昇格決定戦に進出という状況でし
たが、1-2で敗れ、残念ながら予選リーグ敗退となりました。しかし、選手たちは与えられ
た環境の中で最後まで諦めず、必死になって昇格を目指しました。この悔しさを忘れずに、
来年は歓喜の年となるよう更なる努力をしてまいります。　　　　　　（監督　八津川義廣）

ヨット部

　3月9日から部員30名で行った春季特別強化合宿の帆走練習中
に東日本大震災に遭い、合宿を中止。まともな練習すらできぬまま、
春季関東学生ヨット選手権を迎えた。4月の春季インカレも中止と
なり、代替として5月に江ノ島で行われた第1回関東学生新人大
会では総合7位。関東学生女子ヨット新人戦は早稲田を破って準
優勝と、幸先の良いスタートを切った。
　昨年同窓会のご支援をいただいて導入したスナイプクラスの競技
力向上は目を見張るものがあり、各大学からマークされている。
　関東インカレは難なく決勝に進み、6位で全日本インカレの出場
権を獲得。女子は3年連続で全日本女子学生選手権に出場し、総
合で入賞するなど活躍の場が広がった。
　2011年はヨット部にとっては飛躍の年で、全日本470級ヨッ
ト選手権では初めてゴールドクラスに残り、18位に。男子スナイ
プクラスでは、初の世界選手権に大田主将が、470級では波田地
由佳と又村彩が、2012年 1月にニュージーランドで開催される
470級ジュニア世界選手権大会に日本代表選手として派遣される
こととなった。これは創部
当初からの目標であった
「ナショナルチーム」入り
であり、ひとえに、ご支援・
ご協力のおかげと感謝申し
上げ、次年度に繋げたいと
思っております。

（監督　國府田由隆）

体育会からのメッセージ

『会員サービス β（試行）版』について
　現在、同窓会では、2016 年に迎える 25周年の記念事業の企画を検討
しています。その中のアイデアの一つとして、会員証を発行した上での会
員サービスを検討しています。
　この企画の目的は、卒業生相互のサービス提供や、学生や母校へのサー
ビス提供により、卒業生同士・学生・母校に対する関心を高め、コミュニ
ケーションを活性化する事です。
　今回は、『会員サービス　β（試行）版』として、ＱＲコードを印字しま
した。こちらを携帯電話で読み込むと、画面上に会員証
となる画像が表示されます。この画像を当該施設に提示
していただくことで割引などのサービスを受けること
ができます（URL 直接入力の場合：http://www.meikai.
com/membership）。なお、一部機種ではご利用いただ
けない場合がございますのでご了承ください。

★明海大学浦安キャンパス内の『ニューマリンズ』にて、お食事代
が 10％割引されます。

★明海山の家『ホテルアルパイン』をご利用の際、宿泊料金が 10％
割引されます。

★『生命の森リゾート』をご利用の際、提携法人サービスによる各
種特別プランが利用できます。

※各施設の説明、サービスの詳細（利用上の注意）については、利
用前に必ず携帯画面かホームページでご確認を

最新情報はHPをご覧ください

http://www.meikai.com/
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